
令和５年度いわき市技能功労者表彰被表彰者名簿
(氏名50音順・年齢及び就業年数は令和５年11月1日現在）

職 種 名 住　　所
氏　　名

勤 務 先

電工 中央台鹿島二丁目

さかもと　たかし

坂本　孝

合資会社　東洋電気

代表社員

畳工 好間町下好間字一町坪

さとう　　ひでのぶ

佐藤　秀信

佐藤畳店

店主

建築大工 平下神谷字北一里塚

しばた　　ひでふみ

柴田　秀文

シバ住建

代表

73 52年1

3

№ 年齢
就業
年数

表彰該当事由

　電工として、一般住宅、水産加工場、鉄工所、市営
住宅等の様々な電気設備工事を施工してきたほか、地
区の防犯灯のメンテナンスや祭事用電気設備の設置を
数多く手掛けるなど、地区行政への貢献も大きい。
　東日本大震災による停電時には、いち早く復旧工事
に駆けつけ、地域のインフラ復旧、地域住民の不安解
消に努めた。
　そのほか、いわき地区電気工事協同組合の理事、監
事、技術安全点検委員等を歴任し、同組合の発展に多
大なる貢献をした。
　後進育成については、経営する自社の従業員にとど
まらず、他社の若手従業員に対しても、電気工事の技
術指導、安全管理教育を熱心に行っており、業界内の
信頼は厚い。

2 67 44年

　畳工として、長きにわたり技能の研鑽に努め、多く
の知識と技能を習得してきた。畳製作時の正確な寸
法、畳の表面を取り換える表替えの際に隙間なく仕上
げる技術は、業界内でも高い評価を得ている。特に神
社・仏閣の畳の紋縁の模様を正確に合わせる技術に長
けている。
　いわき畳商工業組合の役員として長きにわたって活
動し、後進技能者に対しては、技能講習会で畳製作の
技法を熱心に指導するなど、業界への貢献も大きい。
　いわき産業祭で畳組合のブースを出展し、ミニゴザ
の製作体験の場を設けたり、ものづくり教室で中学生
に畳製作に触れる体験を提供したりするなど畳の良さ
を広くPRしている。

71 55年

　15歳から現在に至るまで建築大工として努力と研鑽
を重ね、寺社、入り母屋造り、丸太桁、寄棟造りなど
多くの技術と知識を習得してきた。
　木造建築の技法に長けており、氏が施す建築物の耐
震強化や省エネルギー工法は業界内でも高い評価を得
ている。住居のリフォームにあたっては、従来の工法
に加えて、高気密、高断熱、太陽光システムなどの新
しい技法を多く取り入れている。
　また、平地区建築業組合の会員として、多くの事業
や活動に携わり、昭和48年から長きにわたって、同組
合の発展に貢献してきた。
　後進技能者に対しては、ものづくりの技術はもちろ
んのこと、日本建築が育む文化、古来建築の魅力につ
いても教え、厳しくも愛のある指導を行っている。
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石材加工 平字城東三丁目

すずき　　まさのり

鈴木　正典

石の鈴木

代表

配管工 小名浜大原字六反田

すずき　　ゆずる

鈴木　穰

株式会社　久工業所

次長

配管工 錦町落合

ふじい　　まさひろ

藤井　政弘
関彰エンジニアリ
ング株式会社

いわき支店　支店長

56 32年

　配管工として32年間の長きにわたり、上水道配水管
工事、給水装置工事、管工事等の技能者として技能の
向上に努めている。鉛給水管の修繕に用いる凍結止水
工法において、氏の技法は業界屈指のものである。
　氏はいわき市水道局の緊急修繕待機者として、業界
と各社の意思疎通を迅速に行うなど、水道水の安全供
給に尽力してきた。その働きは業界、地域住民から高
い評価を得ている。
　またいわき管工事協同組合の修繕工事委員として、
技術向上講習、配管技士訓練指導、市防災訓練などで
熱心に指導し、後進の育成に貢献している。

4 58 39年

6

5 70 48年

　配管工として、長年積み重ねた技術と経験、知識を
駆使して、危険物配管などの高度な品質管理と施工技
術が要求される特殊配管を、数多く施工してきた。ま
たプラント配管の主流が大口径から小口径に変化する
のに合わせて、施工方法を柔軟に変化させ、作業効率
の向上、危険の低減を実現した。市内のプラント配管
建設において、その施工方法を確立した氏の業界への
貢献は非常に大きい。
　氏は安全衛生委員会で長年安全推進委員を務め、講
師として指導するなど、社員・協力会社の安全に大き
く貢献してきた。
　若手や中堅社員から、品質管理や施工方法について
の教えを求められることも多く、父親的存在として慕
われている。

　石工として、技能の研鑽と創意工夫に努め、これま
で数多くの仏像や彫刻品を製作してきた。氏の工法
は、粘土を用いて立体的なデッサン彫刻を作製し、そ
れを彫刻に反映するという独自のものであり、衣のひ
るがえりの繋がりをもたせる技術は、卓越した技能と
して業界の中で広く賞賛されている。
　氏は職業訓練講習会や組合の勉強会で講師を務める
など、後進技能者の育成に尽力し、多数の１級技能士
を輩出している。そのほか、全技連マイスターとし
て、全国の後継者や技能者に対し自らの有する技能を
伝承する活動は、技能継承において大きな役割を果た
している。
　またいわき市ものづくり体験講座や技能フェスティ
バルに率先して参加し、ものづくりの大切さや面白さ
を伝えるなど、石材業界の発展のために日々努力して
いる。
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